
J231-001 会場: 202 時間: 5月 17日 10:45-11:00

地質学者チャールズ・ダーウィンの時間概念

Time concept of geologist Charles Darwin
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2009年はダーウィン生誕 200年、『種の起原』出版 150年を記念としたダーウィン年にあたる。ダーウィン（Charles
Darwin 1809-1882）は、一般には、生物の進化を説き、その仕組みを明らかにした人で、生物学者とされている。しか
し、地質や化石もよく知っており、地質学者と分類されてもよいのである。これまで、地質学者としてのダーウィンは
あまり議論されてこなかった。
　 2005年、英国でサンドラ・ハーバート著『チャールズ・ライエル、地質学者』が出版された。地質学史家は諸手をあ

げてこの著書を大歓迎している。この書には、ダーウィンが使用していたハンマー、クリノメーター、ゴニオメーター、
フィールドノート、トリミングした岩石標本等の写真がならび、ダーウィンはいかにも地質学者のように伝わってくる。
　私自身は地質学の中の古生物学を研究してきたので、ダーウィン（Charles Darwin 1809-1882）の古生物学者の側面

を述べてみたい。特に『種の起原』中のたった 1枚の図の意味を議論する。
　


